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「ものづくり」について調べてみよう！ ～堺の伝統産業～ 

 堺は 「ものの始まりなんでも堺」と言われ、日本を代表する歴史や文化の始まりの地と

されています。堺には、多くの伝統産業が今なお受け継がれています。 
 

どんなものがあるのかな？ 

堺の伝統産業として、刃物、自転車、線香、和ざらし、堺手織段通などが 

有名です。まずは、どんなものがあるのかを調べるのにおすすめの本を紹介します。 

図書館では地域資料コーナーをご覧ください。見つからない場合は、職員にお尋

ねください。 

『堺の伝統産業』  堺市中小企業振興会  ２００３ 

堺の伝統産業がコンパクトにまとまっていて調べ物にも使えます。図や写真がたくさん 

あり、とても見やすく、それぞれの伝統産業のインフォメーションやデータも記載されている 

１冊。小学生が調べる本として最適です。中国語版・ハングル版・英語版もあります。 

『堺の伝統産業』  堺市経済局工業課/編 堺市経済局 １９８５ 

伝統産業のうち、自転車、刃物、敷物、注
ちゅう

染
せん

・和晒
わ ざ ら し

、線香についてとりあげています。

明治・大正・昭和の統計資料が充実していて、それぞれの歴史がくわしくわかります。 

『マンガ堺の伝統産業』  財団法人堺市中小企業振興会 １９８８ 

 「自転車」「刃物」「敷物」「和ざらし・ゆかた」「線香」「昆布」について、ストーリー仕立て

のマンガでわかりやすく解説しています。 

『堺まちかどミュージアム』  堺まちかどミュージアム推進委員会 １９９９ 

堺のいろいろな伝統産業の製作所やショールームなど、見学できる施設の案内です。

金太郎がまたがっているデザインが特徴の“堺五月鯉幟
こいのぼり

”も載っています。休業日や予約

が必要かどうか、最寄り駅等の情報もあり便利です。 

『伝統産業 堺いち』  堺市産業振興局商工労働部ものづくり支援課 ２０１１ 

堺の伝統産業を受け継いだ現在の職人たちの想いや言葉が込められている１冊で

す。それぞれの伝統産業に関する豆知識もあり、カラーの写真入りです。巻末には各業界

の問い合わせ先がついています。 

もっとくわしく調べてみましょう 

ひとつのテーマを掘り下げるには、どんな本があるでしょう？専門的なものも 

ありますが、ピンポイントでの調べ物には役立ちます。 

『むらさき 堺の醤油屋 河又・大醤２００年のあゆみ』   

河又株式会社/編 東京経済 ２０００ 

江戸期から平成期に渡る醤油づくりのあゆみが、その 

時代ごとに当時の写真や絵などを交えて書かれています。 

『堺刃物組合連合会史』  堺刃物組合連合会 １９８０ 

堺の伝統産業である刃物について書かれた１冊です。 

製造工程や、堺と刃物の歴史について、書かれています。 

『おかあさんのほうちょう』  島田アツヒト/絵と文 講談社 １９８２ 

包丁の作り方がくわしい絵で描かれています。 

絵本ですが充実した内容で、小学生にもおすすめです。           

『包丁の基礎知識』  

 味岡知行/監修 堺刃物商工業協同組合連合会 ２０１０ 

堺の刃物は昔から全国的にも有名で、プロの料理人が 

使用するほどです。この本では、包丁の研ぎ方や取扱いに 

ついて、説明されています。                            裏もご覧ください。 

と     しょ   かん         かい   けつ 

図書館で調べ物をしてみませんか？ 
しら    もの 

図 書 館 で 解 決！？ 第２９号 

堺の刃物 （分類番号 ５８１） 

堺に住んでいた梅
うめ

枝
え

七郎
しちろう

右
う

衛門
え も ん

が、刀づくりをやめて、た

ばこ包（庖）丁を作るようにな

り、その子どもの作
さ く

左
ざ

衛門
え も ん

が、

京都へ売りに行った時、この包

丁が、砂
さ

岩
がん

を割ったことから

「石割
いしわり

包丁」とよばれるようにな

りました。 

堺でこの包丁を作る人がふ

えて、組合を作り、幕府から

「 堺
さかい

極
きわめ

」というしるしを包丁に

刻むことがゆるされました。 

１７５８年に堺町奉行の池田
い け だ

筑後守正倫
ちくごのかみまさのり

は、堺で作られた

たばこ包丁を全部買い上げ

て、これを幕府の力で全国へ

売りさばくことにしました。こう

なると個人で包丁を売ることが

できなくなりましたが、これが、

堺包丁・堺刃物の名を全国に

広めることになりました。  
 

「わたしたちの堺」より 

伝統を受け継ぐ技術は、まさ

に“匠の技”と言えるでしょう。日

本の文化や風習を守り、次の世

代にも残していくのは、誇らしい

ことです。 

堺市では、卓越した技術や技

能を持つ職人さんを 「マイスタ

ー」として認定し、多くの人にもの

づくりの楽しさや魅力を知っても

らう取り組みをしています。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

キーワードで本を探す 

「刃物」 × 「堺市」 

「線香」 × 「堺市」 

「鉄砲」 × 「堺市」 など 

 

これらのキーワードを「件名」

で組み合わせて図書館のホー

ムページや館内 OPACに入力

し、検索してみてください。 

分類番号（刃物なら５８１） 

×「堺市」でも検索できます。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 



『堺昆布加工業協同組合創立４０周年記念誌』  堺昆布加工業協同組合 １９９４ 

堺の昆布の変遷や加工技術が満載の記念誌。おぼろ、むきこみとろろを製造

する時には特殊な刃物を使います。堺が刃物の名産地であったことも、堺の昆

布加工が盛んになった一因と言われています。 

『堺の自転車屋さんご案内処』  堺の自転車販売拡大会議 ２０１０ 

環境にやさしい乗り物として見直されている自転車。堺の自転車屋さんを 

紹介しています。自転車に関する豆知識や製造工程も知ることができます。 

『堺緞通』  角山幸洋/著 関西大学出版部 １９９２ 

百年以上の伝統を持つ堺緞通は、明治期までは重要輸出品でした。当時の 

緞通関係法規や統計が豊富な１冊です。 

盛んだった伝統産業 
中世の美原地域には多くの鋳物師が住んでいました。鋳物師については、「図書館で

解決！？第２２号」をご覧ください。 

その昔、堺では鉄砲づくりが盛んでした。その技術から作ったものとして、望遠鏡・万年筆・

照明器具などがあり、今の自転車製造にもつながっています。 

『火縄銃紀行 ガンロード（鉄砲航路）』  二宮要/著 ホウユウ ２００８ 

戦乱の世から、天下統一のきっかけとなった鉄砲。ポルトガルから海を渡り、どのように

堺へとやって来たのでしょう？ その歴史と冒険が描かれています。 

ビデオ・ＤＶＤもあります 

映像なら、よりわかりやすく知ることができます。 

『謎にアクセス 堺の伝統産業』  堺市/企画・著作 堺市中小企業振興会 ２００４ 

『ものづくりに夢を追って 堺シティレポ』  堺市/企画・著作 堺市 ２００９ 

Webサイトの情報もあります 

◆堺市立図書館 デジタル郷土資料展 

http://www.lib-sakai.jp/kyoudo/kyo_digi/kyo_digimoku.htm 

◆魅力あふれる自由都市・堺 （堺市ホームページ） 

http://www.city.sakai.lg.jp/renaissance/past/04.html 

◆堺観光ガイド   http://www.sakai-tcb.or.jp/about_sakai/5.html 

（堺市優良観光みやげ品）   http://www.sakai-tcb.or.jp/souvenir/ 

◆堺ＨＡＭＯＮＯミュージアム   http://www.sakaihamono.or.jp/ 

◆自転車博物館   http://bikemuse.sub.jp/knowledge/ 

◆堺線香工業協同組合  http://www.sakaisenkou.net/index.html 

◆ものづくりサポート“製造業振興グループ” 

http://www.pref.osaka.jp/mono/seizo/dento-16.html 

 

その他にも、参考になる本があります。 

『歴史たんけん堺』  大阪歴史教育者協議会堺支部 ２０１１ 

『グラフさかい Ｖｉｅｗ vol.６８』   

堺市広報課/編集 堺市広報課 ２０１０ 

『わたしたちの堺』  堺市立中学校教育研究会社会科部会/編集  

堺市教育委員会 ２０１１ 

『むかしの堺』  別所やそじ/共著 堺児童文化振興会 １９８２ 

『むかしの堺 続編』  別所やそじ/共著 堺児童文化振興会 １９８２ 

 

（紹介した情報は、平成２３年８月３日現在のものです） 
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初芝分館       286-0071 

西図書館       271-2032  

南図書館       294-0123 

栂分館        296-0025 

美木多分館      296-2111 

北図書館       258-6850 

美原図書館      369-1166 

人権ふれあいセンター図書ホール 

245-2534 

青少年センター図書室 228-6331 

 

 

堺の鉄砲 （分類番号 ５５９） 

堺の商人であった橘 屋
たちばなや

又
また

三
さぶ

郎
ろう

は、種子島にわたり１２年

間もとどまって鉄砲の作り方を

習い、堺に帰って鉄砲を作り出

しました。以後、信長・秀吉・家

康らが、堺の鉄砲鍛冶屋に、

多くの鉄砲を注文しています。

江戸時代になっても、１年間に

１万丁以上の鉄砲が作られて

いました。 
「わたしたちの堺」より 

 

石津のさらし （５８６） 

むかしから、和泉は河内とな

らんで、もめんづくりがさかん

でした。このもめんを石津川で

さらして真っ白にしあげていま

した。 
「わたしたちの堺」より 

 

堺
さかい

緞通
だ ん つ う

 （５８６） 

 堺の藤本
ふじもと

庄
しょう

左
ざ

衛門
え も ん

が、中国

緞通や九州の鍋島
なべしま

緞通のよい

ところをとり、１８３１（天保２）年

に堺緞通と名づけて売り出し

たのがはじめといわれていま

す。 
「わたしたちの堺」より 

 
線香 （５８９） 

天正のころ（1573～1591）

堺、宿屋町大道の薬種商小西
こ に し

弥
や

十
じゅう

郎
ろう

如
じ ょ

清
せい

（行
ゆき

長
なが

の兄）が、朝

鮮で線香のつくり方をならって

来て、堺でつくりはじめたの

が、わが国の最初といわれて

います。 
「むかしの堺 続編」より               

http://www.lib-sakai.jp/kyoudo/kyo_digi/kyo_digimoku.htm
http://www.city.sakai.lg.jp/renaissance/past/04.html
http://www.sakai-tcb.or.jp/about_sakai/5.html
http://www.sakai-tcb.or.jp/souvenir/
http://www.sakaihamono.or.jp/
http://bikemuse.sub.jp/knowledge/
http://www.sakaisenkou.net/index.html
http://www.pref.osaka.jp/mono/seizo/dento-16.html

